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2025年９月１日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「公社債投信10月号」は、2025年10月20日に第64期の決算を行ないましたので、期中の運用状況をご報
告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／債券 

信 託 期 間 1961年10月20日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
「ボンド・マザーファンド」受益証券ならびにわが国の国債および地方債、金融債、電力債を組入れの中心として、

安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。 

主要運用対象 

公 社 債 投 信 1 0 月 号 
「ボンド・マザーファンド」受益証券ならびにわが国の国債およびその他の公社

債を主要投資対象とします。 

ボ ン ド ・ マ ザ ー フ ァ ン ド わが国の国債およびその他の公社債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

公 社 債 投 信 1 0 月 号 
株式への投資は行ないません。 

外貨建資産への投資は行ないません。 

ボ ン ド ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 
株式への投資は行ないません。 

外貨建資産への投資は行ないません。 

分 配 方 針 毎決算時、運用収益（純資産総額の元本超過額）の全額を収益分配金に充当します。 
 

＜300104＞ 

公社債投信10月号 

第64期（決算日 2025年10月20日）
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近３期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 銭 ％ ％ 百万円 

62期(2023年10月19日) 10,000 1.79 0.0 95.9 5,164 

63期(2024年10月21日) 10,000 7.07 0.1 86.8 4,584 

64期(2025年10月20日) 10,000 24.67 0.2 98.9 4,373 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 元本の安全性を優先した運用を行なっているため、ベンチマークおよび参考となる指標はございません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ 

2024年10月21日 10,000    － 86.8 

10月末 10,000    0.0 82.9 

11月末 10,001    0.0 81.5 

12月末 10,002    0.0 81.5 

2025年１月末 10,003    0.0 84.3 

２月末 10,005    0.1 87.9 

３月末 10,007    0.1 89.4 

４月末 10,010    0.1 90.2 

５月末 10,011    0.1 98.3 

６月末 10,015    0.2 97.0 

７月末 10,017    0.2 97.5 

８月末 10,019    0.2 98.5 

９月末 10,023    0.2 97.4 

(期  末)    

2025年10月20日 10,024.67 0.2 98.9 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (2024年10月22日～2025年10月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2024年10月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第３位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、国債、地方債、金融債、電力債などの公社債などに投資するとともに、ファミリーファンド

方式で運用を行ない、公社債などを主要投資対象とする「ボンド・マザーファンド」受益証券にも投資します。

原則として、残存１年以内の債券などを中心に投資を行なうことにより、安定運用を行ないます。当作成期間

中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・投資先資産から利息収入などを得たこと。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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（債券市況） 

期間中の国内短期金融市場では、無担保コール翌日物金利は、期間の初めの0.23％近辺から、日銀が2025年

１月の金融政策決定会合において追加利上げを決定したことなどを受けて、0.48％近辺で期間末を迎えまし

た。国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの0.00％近辺から、日銀による利上げなどを受けて上

昇し、0.43％近辺で期間末を迎えました。 

国内債券市場では、国債発行の減額を巡り財務省による2025年度の国債発行計画の見直し観測で需給悪化

への懸念が和らいだことや、日銀が2025年６月の金融政策決定会合において政策金利の据え置きを決め、「主

な意見」では追加利上げに慎重な姿勢を示したことなどが利回りの低下（債券価格は上昇）要因となったもの

の、米国と中国が互いに課した追加関税の大幅な引き下げで合意したことや、米国政権による追加関税の影響

に備える財政拡張に伴ない国債増発への懸念が強まったこと、日本と米国との関税交渉の妥結を受けて、対日

関税が引き下げられ景気の悪化懸念が和らいだこと、2025年４－６月期の実質国内総生産（ＧＤＰ）速報値が

市場予想を上回り、日本経済への見方が好転したこと、首相の辞任表明を受けて政治の不安定感や次期政権の

財政規律を巡る不透明感が意識されたことなどから、国債利回りは総じて上昇（債券価格は下落）しました。 

 

 

（当ファンド） 

前回の決算時に策定した運用方針に従い、主として「ボンド・マザーファンド」受益証券を通じて、相対的

に価格変動リスクが小さい残存期間が１年以内の債券や短期金融資産などを中心とした運用を行ないました。

投資適格と判断する範囲内において、残存期間および利回りなどを比較検討したうえで投資を行ないました。 

 

（ボンド・マザーファンド） 

前回の決算時に策定した運用方針に従い、主として相対的に価格変動リスクが小さい残存期間が１年以内

の債券や短期金融資産などを中心とした運用を行ないました。なお、投資適格と判断する範囲内において、残

存期間および利回りなどを比較検討したうえで投資を行ないました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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分配方針に従い、毎決算時、運用収益（純資産総額の元本超過額）の全額を収益分配金に充当します。当期

の収益分配金は、１万口当たり24円67銭（年率0.24％、税込み）となりました。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

日銀は2025年１月の金融政策決定会合で政策金利の引き上げを決定し、無担保コールレート（オーバーナイ

ト物）を0.5％程度で推移するよう促す金融政策を行なっています。 

このような投資環境の下、当ファンドはファミリーファンド方式で運用を行ないます。主として「ボンド・

マザーファンド」受益証券を組み入れることで、金利リスクを抑えた運用を行なう方針です。 

 

（ボンド・マザーファンド） 

当面は、主として残存期間が１年以内の債券や短期金融資産を中心に組み入れ、金利リスクを抑えた運用を

行なう方針です。 

ただし、金融環境などの変化に弾力的に対応するために、残存期間が１年超５年以内の債券への投資を行な

い、中長期的に元本の安全性に配慮しながら、収益性を追求した運用を実施する場合もあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

 

  

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年10月22日～2025年10月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 20  0.197  (a)信託報酬＝期中の計算口当たり計理上元本×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 5)  (0.048)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (14)  (0.135)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.014)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.000   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.000)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 20   0.197    

期中の平均基準価額は、10,009円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.20％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年10月22日～2025年10月20日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 

内 

 千円 千円 
国債証券 － － 
 (100,000)

地方債証券 400,125 － 
 (510,000)

特殊債券 － － 
 (300,000)

 
（注） 金額は受け渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

（注） ( )内は償還による減少分です。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ボンド・マザーファンド 1,132,718 1,181,000 472,340 492,000 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2024年10月22日～2025年10月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年10月22日～2025年10月20日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年10月22日～2025年10月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

公社債 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2025年10月20日現在) 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

地方債証券 
200,000 200,000 4.6 － － － 4.6  

(200,000) (200,000) (4.6) (－) (－) (－) (4.6) 

合 計 
200,000 200,000 4.6 － － － 4.6  

(200,000) (200,000) (4.6) (－) (－) (－) (4.6) 
 
（注） ( )内は非上場債で内書きです。 

（注） 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 
(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
地方債証券 ％ 千円 千円  
平成27年度第２回堺市公募公債 0.484 100,000 99,996 2025/12/17 
平成27年度第１回静岡市公募公債 0.476 100,000 100,003 2025/11/25 

合 計  200,000 200,000   
 
 

 

 

  

国内公社債 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ボンド・マザーファンド 3,314,287 3,974,665 4,154,717 
 
（注） 親投資信託の2025年10月20日現在の受益権総口数は、43,640,360千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2025年10月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

公社債 200,000 4.5 

ボンド・マザーファンド 4,154,717 94.5 

コール・ローン等、その他 42,630 1.0 

投資信託財産総額 4,397,347 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年10月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,397,347,413   

 コール・ローン等 42,270,009   

 地方債証券(評価額) 200,000,664   

 ボンド・マザーファンド(評価額) 4,154,717,434   

 未収利息 359,306   

(B) 負債 24,096,598   

 未払収益分配金 10,788,809   

 未払解約金 4,297,572   

 未払信託報酬 8,990,360   

 その他未払費用 19,857   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,373,250,815   

 元本 4,373,250,700   

 次期繰越損益金 115   

(D) 受益権総口数 4,373,250,700口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,000円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は4,584,428,900円、期中追加設定元

本額は133,350,430円、期中一部解約元本額は344,528,630円

です。 

（注） １口当たり純資産額は1.0000円です。 

 

○損益の状況 (2024年10月22日～2025年10月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 受取利息等収益 3,898,296   

 受取利息 3,898,296   

(B) 有価証券売買損益 16,263,800   

 売買益 18,965,801   

 売買損 △ 2,702,001   

(C) 信託報酬等 △ 9,010,217   

(D) 当期利益(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 11,151,879   

(E) 前期繰越損益金 222,292   

(F) 追加信託差損益金 △   219,930   

(G) 解約差損益金 △   365,317   

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 10,788,924   

(I) 収益分配金 △10,788,809   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) 115   
 

（注） 損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、

元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 

（注） 計算期間における純資産額の元本超過額10,788,924円を分配

対象収益として10,788,809円(１万口当たり24円67銭)を当期

の分配金額としております。 
 

 
上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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公社債投信10月号 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 24円67銭 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年10月22日から2025年10月20日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、運用報告書（全体版）は電磁的方法により提供する旨を定めている規定につき、投

資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に即した記載に変更するべく、2025年４月１日付けにて

信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（第43条の２） 

 

●当ファンドについて、委託会社である当社がその社名を「日興アセットマネジメント株式会社」から「ア

モーヴァ・アセットマネジメント株式会社」に変更したため、2025年９月１日付けにて信託約款の一部に

所要の変更を行ないました。（第１条、第18条） 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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